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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・利用者様より、2Fシャワーの量が弱い事と、1F右側のカランから出る水の温度がぬるいとの情報あり。入浴終了後状況を確認した所、水量や温度に大きな変化は見られなかったため、利用者様より情報があった際には、すぐに確認し対処していく。

＜利用者様情報＞

・野月　利章　様～自転車で転倒した際に痛めた首を気にして､補助器具をつけている。｢ご飯も食べてないし､お風呂も2週間入っていない｣等と訴えており､本日デイケアにて入浴。｢37.5℃の熱があるんですよ｣と訴えているものの､実際に測ると36.3℃であり､バイタル異常も認められない。整形外科へは行っていないとのことで､検査･治療を目的として､必ず整形外科を受診するよう伝えている。

・北村　奈美　様～本人より電話連絡がある。本日来所したいとのことで､コップを持っていきたいと訴えている。｢コップ持っていったら､寺沢さんに毒を塗られるかも｣等と訴えており､そういった行為をされる可能性はないことを説明する。しかし､｢喧嘩してるんだから､塗られるよ｣等と話しており､不安を傾聴し､再度説明することで納得している。

・淡路　智恵子様～先週外来診察時に主治医へ話していた､兄の入院について本人より話がある。兄が癌で入院し､肺･脊髄に転移しており､兄嫁から｢長くないんじゃないか｣と言われたとのこと。兄嫁も同時に倒れ､兄と一緒に入院したが､兄嫁はすぐに退院し､現在は兄のみが入院中。｢まさか､私より早く死ぬかもしれないなんて思わなかった｣｢不安だよ｣と訴えており､傾聴。不安なことや､兄の状況に変化等があれば､すぐに相談いただきたいことを説明。グループホーム管理人へも情報提供をしている。

・久慈　邦夫　様～ミーティング中､頭を振る動作をしていることがあり､職員より声をかけ､不調を確認すると｢なんでもないです｣と話している。以後は上記のような行動はなく､落ち着いて過ごしている。

・本多　富美　様～両親の送迎で久々に来所している。ぼんやりとした表情で､酒臭はないものの衣類や髪に汚れが認められている。就労支援施設｢三本の木｣の利用も出来ておらず､｢明日から利用しようと思っている｣と話している。面談を実施し､最近の状況について確認。父が姉や本人からお金を借りようとすることがあり（クレジットカードの支払い等の為）､喧嘩になって苛々して煙草の本数が増えているとのこと。苛々感が増すことで､飲酒に繋がる危険性について伝えると､｢お酒は飲んでなくて､煙草でストレス解消してしまって｣と話している。自宅で父と過ごすことで苛々を感じるのであれば､なるべくデイケアを利用して､解消していくことを勧め､金曜日にも来所していただきたいことを伝えると､了解はしている。

・高橋　洋子　様～持ってきた傘に名前を書いており､状況を確認。｢土曜日にしまむらで買った傘だよ｣と話しており､マジックペンで名前を記入している。先週名前を書いていた傘はどうしたのか聞くと､｢小さいからロッカーに入れている｣と話している。また､他の傘については､｢団地の友達にもらって名前を書いたけど､友達に返した｣と話しており､名前を記入した物を返すことは失礼であることを説明している。

・稲垣　ふき　様～昨日発熱があり、本日は安静臥床とのことで欠席。発熱はなく、頭痛・疼痛・腹部膨満感の訴えもないとのこと。

・倉橋　生子　様～スタッフへの話し掛け頻回、指示的な口調、他者干渉、声高な様子が見られている。またプログラム中に突如部屋を飛び出し、スタッフへ話し掛けるなど集中して取り組めていない。今後も観察を行っていく。

・吉田　キクエ様～昨日、硬い肉が喉に引っかかることがあったが、本日は喉に引っかかることなく食事をされており、昼食は全量摂取。不調の訴えはない。

＜事例検討＞

板橋　利美様　（59）　主病名：統合失調症　主治医：田名部Dr

検討内容目標、計画の見直し

長期目標病状・身体管理を行う

中期目標①身体管理を維持・改善させる

②精神症状の安定

短期目標①転倒防止、筋力低下予防、体重維持・検査結果悪化防止の為に間食についてスタッフへ相談する。

②ストレスの発散方法を考える。

実施計画①身体の疼痛や疲労感を確認する。昼食後のリハビリの確認、本人から介助の要求があった際は介助する。運動プログラムの取り組み状況の観察を行う。

②施設入所で管理されておりストレスがないか確認し、ある時は発散方法について一緒に考える。

現在の状況

・膝の痛みはいつもあると話しており、左側の下肢が突っ張る感じと話している。

・先週から眠剤を減薬しており、その後から夢を見ることや、目が醒めるとの訴えが聞かれている。睡眠時間は5時間程度とのこと。担当医からは、不要な分の眠剤を減らしているため、様子観察するようにとの説明あり。

・他者を中傷する発言があり、特定メンバーとトラブルになる事がある。

・運動プログラムにはほとんど参加せず、トイレに行くことや居眠りをしている様子が見られている。

・間食についての訴えが以前聞かれていたが、最近は何も聞かれていない。

・様々な場面で、こだわるような発言が聞かれている。（体重測定の際に服装分必ず2㎏マイナスで計算するなど。）

・プログラムへの参加状況は良好で、積極的に発言しながら参加している。

・運動については、自分でおこなっていると話しており、筋力の低下や疲れやすさは見られていない。

青風荘での状況
・間食はコーラ、アイス、ノンシュガーの飴、パプリカを食べているとのこと。スナック菓子は食べることなく、間食に関する過度な要求はない。

・新年度のスタッフ入替え時に、一時的に行動化することがあるが、すぐに落ち着き、以降は見られていない。

検討結果

・身体的な関わりについては、無理をしないように様子を見ていき、継続して関わっていく。

・精神的な部分への関わりを主とし、中傷するような発言があった際には本人と振り返りなどを行っていく。

＜外来情報＞

・板橋　利美様～右下腿に内出血が見られている。特にぶつけた事は無いとのことで、痛み止めを長期間飲んでいることから生じている可能性が高いため、様子を確認していく。また、眠剤を減らしてから寝つきが悪いとの訴えがあり、ロゼレム（8）1Ｔを寝る前から夕食後に移動し、レボトミン（25）がレボトミン（50）に変更となっている。

・寺沢　彩　様～アイデント八戸の体験利用を始めており、担当医から8月頃でデイケアを終了しても良いと話している。本人より、日中の眠気の強さを訴えており、リスペリドン（1）1Ｔを寝る前に追加。リスペリドン（2）を1Ｔに減薬し昼食後から寝る前へ移動。エスタゾラム（2）1Ｔを中止としている。また、本人よりデイケア利用者様（繁名様）に対する不満が聞かれており、本人から直接縁を切ると伝えたが、変化がないと話している。担当医から繁名様に伝えると説明している。

・繁名　和恵様～寺沢様からの訴えを説明されているが、「はい」とのみ返答している。処方の変更があり、クレチアピンが中止となり、リスペリドン（1）3Ｔ　3×とナウゼリン3Ｔ　3×が追加となっている。

・菅野　勝利様～2週間前より体重が1キロ増加しており、今より増やさないように説明されている。また、尿検査の結果、タンパクが±となっているため、様子を見ると説明されている。

・番沢　政勝様～前回体重側定時に61.8キロであったが、今回63キロに増加している。本人からご飯を多く食べているとの話があり、担当医から食事量に注意するように説明されている。

・青木　紀子様～デイケア利用者様（繁名様）に対する不満を話している。担当医から関わらないようにし、距離を取るように説明されている。

